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天
神
会

　

医
療
法
人
「
天

神
会
」
で
は
、
当

会
の
管
理
で
在
宅

酸
素
療
法
を
し
て

い
る
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
交
流
会

「
青
空
会
」
を
結

成
し
、
２
０
０
８
年
10
月
11
日
に

新
古
賀
病
院
で
総
会
を
兼
ね
た
講

演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）

向
上
を
目
指
し
て
、
青
空
の
も
と

に
笑
顔
で
集
う
会
に
し
た
い
と
考

え
、
毎
年
５
月
に
は
リ
ハ
ビ
リ
を

兼
ね
た
バ
ス
ハ
イ
ク
、
10
月
に
は

交
流
・
学
習
会
、
総
会
を
開
く
予

定
で
す
。

在宅酸素の青空会結成

　「落とし物が増えています」。　

医療法人「天神会」では、新古賀病

院と古賀病院２１の正面玄関横に

落とし物の陳列ケースを設置し

て、３か月間公開しています。落と

し物は鍵、傘、帽子が特に多く、眼

鏡、杖、ハンカチ、ポシェット、入れ

歯など様々ですが、取りに来られ

る方は約１５％です。落とし物をさ

れた方は、両病院の代表電話に電

話し、新古賀病院は地域医療連携

室（財布、現金は総務課）、古賀病

院２１は庶務課までご連絡くださ

い。

落
と
し
物
を
陳
列
し
て
い
ま
す

　

医
療
法
人「
天
神
会
」は
、「
人
々
の
豊
か

な
生
涯
を
支
援
す
る
医
療
」を
理
念
に
、
最

新
の
医
療
機
器
や
施
設
を
整
備
し
て
常
に

医
療
技
術
の
向
上
を
図
り
、
患
者
さ
ん
中

心
の
最
新
・
最
良
・
最
適
な
医
療
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。今
後
と
も
、
さ
ら
に
新
古

賀
病
院
、
古
賀
病
院
21
、
新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
機
能
充
実
と
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
連
携
と
病
々
・

病
診
連
携
を
深
め
、
地
域
の
皆
様
の
ご
期

待
に
お
応
え
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
新
古
賀
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
古
賀
病
院
21

で
は
工
事
の
た
め
に
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く
完
成
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
８
月
５
日
か

ら
大
腸
・
胃
・
食
道
な
ど
を
検
査
す
る
内

視
鏡
セ
ン
タ
ー
を
５
、
６
階
に
開
設
い
た

し
ま
し
た
。が
ん
罹
患
者
は
胃
が
１
位
、
大

腸
が
２
位
で
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
は

内
視
鏡
が
有
効
で
す
が
、
お
尻
か
ら
の
大

腸
検
査
に
は
抵
抗
感
を
持
つ
人
が
多
い
の

が
実
情
で
す
。そ
こ
で
、落
ち
着
い
た
色
調

で
、
広
い
フ
ロ
ア
に
大
腸
検
査
の
前
処
置

室
と
し
て
家
族
も
付
き
添
え
る
ト
イ
レ
付

き
の
個
室
を
用
意
し
、
検
査
、
診
察
ま
で
の

す
べ
て
を
完
全
個
室
に
し
て
、
抵
抗
感
や

羞
恥
心
の
解
消
を
図
り
ま
し
た
。内
視
鏡

も
「
狭
帯
域
光
観
察
」
の
最
新
式
を
導
入
し

ま
し
た
。開
設
以
来
、
皆
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

古
賀
病
院
21
で
は
、
機
能
・
形
態
を
温

存
し
「
が
ん
」
を
切
ら
ず
に
治
す
強
度
変
調

放
射
線
治
療
機
ト
モ

セ
ラ
ピ
ー
を
導
入
し

た
放
射
線
治
療
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
、９
月

24
日
か
ら
診
療
を
開

始
し
ま
し
た
。我
が
国

で
は
12
施
設
目
、
大
阪
以
西
で
は
２
番
目

の
導
入
で
、
が
ん
病
巣
に
合
わ
せ
て
放
射

線
の
強
度
を
変
え
的
確
に
照
射
す
る
、
世

界
で
も
最
先
端
の
治
療
機
で
す
。副
作
用

や
治
療
後
の
合
併
症
な
ど
が
少
な
く
、
手

術
で
は
危
険
が
伴
う
方
や
高
齢
者
も
不
安

な
く
治
療
で
き
、
保
険
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

新
古
賀
病
院
か
ら
小
線
源
治
療
装
置
マ
イ

ク
ロ
セ
レ
ク
ト
ロ
ン
を
移
設
し
、
従
来
の

リ
ニ
ア
ッ
ク
を
更
新
し
た
最
新
式
の
オ
ン

コ
ア
も
装
備
し
ま
し
た
。新
古
賀
病
院
に

は
脳
腫
瘍
の
放
射
線
治
療
装
置
ガ
ン
マ
ナ

イ
フ
も
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
連
携
で
す
べ
て

の
放
射
線
治
療
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

北
部
九
州
の
民
間
で
は
最
も
早
く
、
が
ん

の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
を
始
め
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診

断
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
０
７
年
11
月
に

全
国
初
の
40
列
Ｐ
Ｅ
Ｔ―

Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
ま

し
た
が
、
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
は
40
列
Ｐ
Ｅ
Ｔ―

Ｃ
Ｔ
が
高
精
度
の
鮮
明
な
画
像
で
描
出
し

た
「
が
ん
」
を
、
正
確
に
治
療
す
る
こ
と
が

で
き
、
全
国
で
も
例
の
な
い
「
が
ん
」
に
対

す
る
一
貫
医
療
体
制
が
整
っ
た
と
自
負
し

て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
中
心
の
最
新
医
療
を
│ 

理
事
長  

古
賀
伸
彦
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天
神
会

乳がん市民セミナー１５０人受講 　

医
療
法
人
「
天
神
会
」
で
は
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
九
州
元
気
の
会
」（
黒
田
清

利
代
表
理
事
）
と
久
留
米
市
民
活
動
団

体
「
ぴ
ん
く
る
」（
水
口
淳
二
代
表
）

が
２
０
０
８
年
８
月
30
日
、
新
古
賀

病
院
５
階
記
念
講
堂
で
開
催
し
た「
乳

が
ん
市
民
セ
ミ
ナ
ー
」＝
写
真
＝
に
、

新
古
賀
病
院
と
新

古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
連
携
で
協
力
し
、

約
１
５
０
人
の
受

講
者
に
乳
が
ん
検

査
の
大
切
さ
や
治

療
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、「
九
州
元

気
の
会
」
と
「
ぴ

ん
く
る
」
が
同
年

５
月
10
日
に
開
い

た
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ

ｎ
久
留
米
」
で
、
来
場
者
か
ら
田
中

喜
久
・
新
古
賀
病
院
乳
腺
外
科
部
長

の
丁
寧
な
心
温
ま
る
治
療
に
対
す
る

感
謝
や
「
最
新
の
乳
が
ん
検
査
や
治
療

の
こ
と
が
聞
き
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
医
療
法
人
「
天

神
会
」
に
協
力
依
頼
が
あ
り
、
田
山
メ

デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
久
留
米
市
）、

城
戸
医
院
（
八
女
市
）、光
中
央
病
院
（
山

口
県
光
市
）、
西
九
リ
ネ
ン
（
佐
賀
県
鳥

栖
市
）
の
協
力
や
製
薬
会
社
の
協
賛
も
受

け
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

田
中
乳
腺
外
科
部
長
が
「
最
新
の
乳
が

ん
治
療
」、
城
戸
医
院
の
城
戸
祐
一
郎
院

長
が
「
乳
が
ん

を
発
見
す
る
た

め
の
検
査
法
」、

新
古
賀
病
院
の

上
岡
薫
栄
養
科

長
が
「
が
ん
と

食
生
活
」
を

テ
ー
マ
に
講

演
。
乳
が
ん
患

者
さ
ん
の
お
話

「
乳
が
ん
を
告

知
さ
れ
て
」
や
、

新
古
賀
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
馬
場

美
樹
医
師
に
よ
る
「
乳
が
ん
相
談
」、
同

吉
戒
理
香
医
師
の
「
乳
房
自
己
検
診
指

導
」、
田
山
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

田
山
光
介
院
長
も
交
え
た
来
場
者
と
の
質

疑
応
答
も
あ
り
、「
乳
が
ん
の
怖
さ
や
早

期
発
見
の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
」「
定

期
的
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

ト
の
変
更
や
多
少
の
遅
れ
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

医
療
法
人
「
天
神
会
」
で
は
、

久
留
米
市
の
西
鉄
宮
の
陣
駅
前
に

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
停
留
所
＝
写
真

＝
を
設
置
し
、
宮
の
陣
駅
前
〜
古

賀
病
院
21
間
（
約
５
分
）
の
無
料

運
行
を
２
０
０
８
年
11
月
４
日
か

ら
始
め
ま
し
た
。

　

停
留
所
は
、
宮
の
陣
駅
改
札
口

前
の
道
路
を
左
折
、
約
１
０
０
㍍

行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
月

曜
〜
土
曜
日
の
運
行
で
、
宮
の
陣

駅
前
か
ら
の
始
発
は
７
時
30
分

発
、
最
終
は
16
時
発
で
す
。
原
則

的
に
午
前
中
は
30
分
間
隔
、
午
後

は
１
時
間
間
隔
の
運
行
で
す
。
詳

し
く
は
下
記
の
時
刻
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
交
通
渋
滞
な
ど
で
ル
ー

宮の陣駅前　　  古賀病院２１

N

古賀病院 21
ロイヤルパーク
  アルカディア
ロイヤルパーク
  アルカディア

ローソン

セブン
イレブン
セブン
イレブン

西鉄ストア西鉄ストア

宮
の
陣
駅

シャトルバス
のりば

シャトルバス
のりば

宮ノ陣東信号宮ノ陣東信号

西
鉄
大
牟
田
線

西鉄甘木
線

7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

15    35    45
15    45   
15    45
15    45
55
55
55
55

20   40   50
20   50
20   50
20   50

00
00
00
00

7:30～ 8:10   随時
時  刻 古賀病院 21発 宮の陣駅発

シャトルバス時刻表

至 小郡至 小郡

至 大牟田至 大牟田
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新
古
賀
病
院
で
は
、
２
０

０
８
年
４
月
か
ら
地
下
１
階

の
放
射
線
総
合
受
付
で
、
久

留
米
市
内
に
住
む
４
人
の
女

性
に
交
代
で
案
内
業
務
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
と
同
じ
目

線
か
ら
の
親
切
で

丁
寧
な
案
内
が
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

４
人
は
池
尻
ト

モ
ヱ
さ
ん
（
73
）

（
南
）
と
矢
野
君

江
さ
ん
（
73
）（
野

中
町
）、
吉
岡
弘

美
さ
ん
（
73
）（
国

分
町
）、
関
陽
子

さ
ん
（
53
）（
南
）。

　

い
ず
れ
も
、
池

尻
さ
ん
が
会
長
を

務
め
る
「
え
ー
る

ピ
ア
久
留
米
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
」
の
メ
ン
バ
ー
で

す
。
同
サ
ー
ク
ル
は
、
池
尻
さ
ん
ら
１
９

９
８
年
度
老
人
大
学
の
卒
業
生
で
結
成
し

た
そ
う
で
す
。
２
年
前
か
ら
池
尻
さ
ん
の

近
所
に
住
む
関
さ
ん
も
加
わ
り
、
約
30
人

が
福
祉
部
と
青
少
年
育
成
部
に
分
か
れ

て
、
公
園
で
の
ご
み
拾
い
や
青
少
年
の
補

導
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
し
て
い

ま
す
。

　

新
古
賀
病
院
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
、「
狭
心
症
の
治
療
で
１
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し

た
し
、
脳
梗
塞

で
運
び
込
ま
れ

た
主
人
も
救
っ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
少
し
で

も
恩
返
し
が
で

き
れ
ば…

」
と

池
尻
さ
ん
。
矢

野
さ
ん
は
看
護

師
、
吉
岡
さ
ん

と
関
さ
ん
は
看

護
助
手
の
経
験

が
あ
り
、「
病

院
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
宿
命

的
な
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
」。　

４
人
全

員
が
「
患
者
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

の
が
一
番
う
れ
し
い
。
そ
れ
が
私
た
ち
の

生
き
が
い
で
す
」
と
口
を
揃
え
、
す
て
き

な
笑
顔
で
日
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　あなたは怒った時、「腹が立った」「頭に来た」のどちらを
使いますか。「腹が立っても、頭には来ない」の言い方が出来
るように、「腹が立った」には「頭に来た」に比べ「まだ正常心
が失われていない怒り」の意味合いがあります。この違いは
どうして起きるのでしょうか。万葉歌で心の枕詞に「群肝
（たくさんの内臓）」が使われたように、日本人は古来「心は
内臓で成り立つ」という認識を持っていました。「腹が立つ」
など「腹」を使った慣用表現はすべて、内臓の総称である腹
を「心」とした認識によって生まれたもので、「腹を探る」「腹

に一物」など「感情表現」が中心
です。一方、日本人が「頭」を「思
考の容器」として認識するよう
になったのは、西洋医学を学ん
だ江戸時代からです。「頭」を
使った慣用表現は、この認識に
よって作られ、「頭を使う」「頭に
浮かぶ」など「思考表現」が中心
です。「頭に来た」が理性的な思

考をしたうえでの激しい怒りであるのに対して、「腹が立っ
た」は理性的な思考を残した感情のみの怒りであり、だから
こそ理性的な思考で冷静に「自分に腹が立った」という表現
も出来るのだと考えられます。（水）

……  からだ言葉のカルテ②  …… 

女性４人  笑顔で案内ボランティア

左から吉岡さん、池尻さん、矢野さん、関さん左から吉岡さん、池尻さん、矢野さん、関さん

　

新
古
賀
病
院
で
は
、
２
０
０
８
年
10
月

12
日
に
久
留
米
市
の
筑
後
川
河
川
敷
で
開

か
れ
た
「
筑
後
川
マ
ラ
ソ
ン
」
に
医
療
協

力
し
、南
郷
寿
美
子
・

外
来
看
護
師
長
と
古

賀
千
代
美
・
６
階
病

棟
看
護
師
長
、
後
藤

梨
沙
・
Ｉ
Ｃ
Ｕ
室
看

護
師
の
３
人
が
ラ
ン

ナ
ー
の
救
護
活
動
に

当
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
藹
々
（
あ
い
あ
い
）
の

主
催
で
毎
年
開
か
れ
て
お
り
、
今
回
が
５

回
目
。
参
加
者
が
前
回
の
約
２
倍
近
い
２

８
０
０
人
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
医
療
協
力

の
依
頼
が
あ
り
、
当
日
、
３
人
は
小
森
野

と
水
天
宮
の
２
か
所
の
救
護
所
に
待
機
し

て
、
脱
水
症
状
で
コ
ー
ス
に
倒
れ
こ
ん
だ

ラ
ン
ナ
ー
ら
の
救
護
を
行
い
、
参
加
者
や

大
会
関
係
者
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。

筑
後
川
マ
ラ
ソ
ン
に
医
療
協
力

新
古
賀
病
院

3

　

細
菌
検
査
は
、
患
者

さ
ん
の
痰
や
膿
、
血
液

な
ど
を
検
査
材
料
に
、

細
菌
感
染
の
有
無
や
ど

の
よ
う
な
病
原
菌
が
原

因
な
の
か
を
調
べ
る
た

め
に
行
う
検
査
で
す
。

塗
抹
検
査
、
培
養
同
定

検
査
、
薬
剤
感
受
性
検

査
が
あ
り
、
目
的
に
合

わ
せ
て
選
択
、
も
し
く

は
併
用
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。
塗
抹
検
査

は
検
査
材
料
を
ガ
ラ
ス
ス
ラ
イ
ド
に
薄
く

塗
布
し
、
細
菌
を
赤
、
青
な
ど
に
染
め
て
、

そ
の
色
や
形
と
細
胞
に
よ
る
貧
食
（
炎
症

細
胞
が
菌
を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
）
を
顕

微
鏡
で
観
察
し
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影

機
能
付
き
顕
微
鏡
の
導
入
で
観
察
画
像
の

保
存
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

　

培
養
同
定
検
査

は
、
栄
養
素
を
含

ん
だ
寒
天
（
培
地
）

の
上
に
検
査
材
料

を
塗
布
し
、
孵
卵

器
に
入
れ
て
培
養

す
る
と
と
も
に
、

培
養
し
た
菌
の
性

状
や
特
徴
を
調
べ

て
病
原
菌
を
決
定
（
同
定
）
す
る
検

査
で
、
そ
の
病
原
菌
に
ど
の
抗
菌
薬

が
効
く
か
を
調
べ
る
の
が
薬
剤
感
受

性
検
査
で
す
。
導
入
し
た
自
動
細
菌

同
定
感
受
性
検
査
機
は
、
こ
の
同
定

検
査
と
薬
剤
感
受
性
検
査
が
同
時
に

測
定
で
き
る
最
新
機
器
で
、
こ
れ
ま

で
外
部
委
託
で
５
〜
６
日
か
か
っ
て

い
た
検
査
結
果
の
報
告
が
３
〜
４
日

で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

血
液
中
に
含
ま
れ
る
細
菌
は
非
常

に
少
な
く
、
特
殊
な
培
養
ボ
ト
ル
で

増
菌
さ
せ
て
検
出
し
ま
す
が
、
導
入

し
た
自
動
血
液
培
養
器
は
、
菌
の
発

育
を
セ
ン
サ
ー
が
自
動
的
に
読
み

取
っ
て
ア
ラ
ー
ム
で
知
ら
せ
る
機
能

を
持
っ
て
お
り
、
い
ち
早
く
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
動
核
酸
測
定
装

置
は
、
い
ま
だ
に
年
間
２
万
人
を
超
え
る

新
規
患
者
さ
ん
が
出
て
い
る
結
核
菌
や
、

非
結
核
性
抗
酸
菌
を
遺
伝
子
分
析
で
迅
速

に
調
べ
る
検
査
機
で
す
。
さ
ら
に
、
本
格

的
な
院
内
細
菌
検
査
の
実
施

で
、
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る

多
剤
耐
性
緑
膿
菌
や
メ
チ
シ
リ

ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
の
迅

速
な
検
出
や
対
応
が
で
き
、
院

内
関
連
感
染
の
対
策
に
も
一
役

か
っ
て
い
ま
す
。

細 菌 検 査 室
　

新
古
賀
病
院
２
階
の
細
菌
検
査
室
で
は
、最
新
の
自
動
細
菌
同
定
感
受

性
検
査
機
や
自
動
血
液
培
養
器
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
機
能
付
き
顕
微
鏡
、
自

動
核
酸
測
定
装
置
な
ど
を
、２
０
０
６
年
か
ら
０
８
年
に
か
け
て
相
次
い

で
導
入
し
ま
し
た
。新
古
賀
病
院
は
も
ち
ろ
ん
古
賀
病
院
21
や
新
古
賀
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
患
者
さ
ん
も
含
め
た
細
菌
検
査
を
、外
部
委
託
か
ら
院
内
検

査
に
切
り
替
え
て
迅
速
に
実
施
し
、患
者
さ
ん
の
適
正
な
抗
菌
薬
治
療
や

入
院
期
間
の
短
縮
、医
療
費
の
削
減
な
ど
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

最
新
機
導
入  

迅
速
に
院
内
検
査

適正治療・入院期間短縮・医療費削減に貢献

黄色ブドウ球菌（左）と緑膿菌（右） 自動血液培養機

自動細菌同定感受性検査機

導入した顕微鏡（左）と観察画像（右）



新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク

5

　大腸や胃など消化器疾患の検査、
診察はもちろん、大腸検査の前処置も
完全個室で行う「内視鏡センター」が、
８月５日から新古賀クリニックの５、６
階にオープンし、「羞恥心や抵抗感を
感じないで検査が出来る」と受診者の
方々に好評です。

　

前
処
置
室
は
計

８
室
あ
り
、
う
ち

２
室
は
車
い
す
利

用
者
用
で
す
。
い

ず
れ
も
広
い
ス

ペ
ー
ス
に
ト
イ

レ
、
ベ
ッ
ド
ソ

フ
ァ
、
テ
レ
ビ
、

机
が
備
え
ら
れ
、

他
の
受
診
者
と
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と

も
な
く
、
付
き
添

い
の
ご
家
族
の
方

と
ご
一
緒
に
ゆ
っ
た
り
と
す
ご
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

内
視
鏡
は
、
粘
膜
の
わ
ず
か
な
色
の
違

い
も
明
確
に
と
ら
え
る
、「
狭
帯
域
光
観

察
」
と
い
う
最
新
の
オ
リ
ン
パ
ス
製
装
置

＝
写
真
＝
を
３
セ
ッ
ト
も
導
入
し
て
い
る

の
が
特
長
で
す
。
鼻
か
ら
挿
入
し
て
胃
を

検
査
に
抵
抗
感
や
羞
恥
心
を

持
つ
方
が
多
く
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
守
る
癒
し
の
環
境
」
に
留

意
し
、
下
剤
を
飲
ん
で
待
機

す
る
前
処
置
か

ら
検
査
、
診
察

ま
で
の
す
べ
て

を
完
全
個
室
に

し
ま
し
た
。

　

総
床
面
積
７
１
１
㎡
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
フ
ロ
ア
全

体
が
、
ラ
ー
メ
ン
店
「
一
風

堂
」
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
も

手
が
け
た
福
岡
市
の
空
間
デ

ザ
イ
ナ
ー
・
め
の
恵
子
さ
ん

の
空
間
デ
ザ
イ
ン
で
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
大
理
石
仕

様
の
白
い
床
、
海
外
直
輸
入

の
こ
げ
茶
色
の
籐
の
ソ

フ
ァ
、
白
の
レ
ー
ス
と
こ
げ

茶
色
の
二
重
カ
ー
テ
ン
な

ど
、
落
ち
着
い
た
色
調
の
「
癒
し
の
空
間
」

が
広
が
り
、
受
付
や
二
つ
の
待
合
フ
ロ
ア
、

専
用
個
室
と
な
る
大
腸
検
査
の
前
処
置
室

な
ど
は
、
ま
る
で
ホ
テ
ル
の
よ
う
で
す
。

　

日
本
人
の
３
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
で

死
亡
し
て
い
ま
す
が
、「
が
ん
」
の
部
位

別
罹
患
者
数
は
胃
が
１
位
、
大
腸
が
２
位

で
、
２
０
１
５
年
に
は
大
腸
が
１
位
、
胃

が
２
位
に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
が
ん
」
を
抑
制
す
る
に
は
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
不
可
欠
で
す
。
大
腸
が
ん
・

胃
が
ん
の
早
期
発
見
に
は
内
視
鏡
検
査
が

極
め
て
有
効
で
す
が
、
お
尻
か
ら
の
大
腸

完
全
個
室
の
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
新
設

胃

大腸
肺

乳房

肝臓
前立腺

万
12

10

8

6

4

2

0
1975 1980 1985 1990 1995 2000 年

資
料
：
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー

部位別がん罹患数

家族も付き添える完全個室の広い大腸検査の前処置室

羞恥心・抵抗感軽減し 大腸・胃がん　早期発見な
ど

狭
帯
域
光
観
察
の

最
新
３
装
置
導
入

落ち着いた広い空間デザイン

寧
な
検
査
、
診
断
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
高
画
質
の
デ

ジ
タ
ル
画
像
で
よ
り
速
く
、
よ
り
正
確
に
、

よ
り
安
全
に
乳
が
ん
の
検
査
が
出
来
る
最

新
鋭
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（Lorad M

-IV 

Selenia

）
を
導
入
し
ま
し
た
。
新
装
置
の

特
長
は
左
下
表
の
通
り
で
す
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
実
施
し
て
い
る
レ

デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
や
、「
女
性
に
よ
る
女

性
の
た
め
の
女
性
専
門
外
科
外
来
」、
久

留
米
市
乳
が
ん
検
診
（
40
〜
48
歳
の
偶
数

年
齢
対
象
１
４
０
０
円
、
50
歳
以
上
の
全

員
１
１
０
０
円
）
な
ど
、
す
べ
て
の
乳
が

ん
検
査
に
、
こ
の
最
新
鋭
装
置
を
使
用
し

ま
す
。

検
査
す
る
経
鼻
内
視
鏡
も
備
え
て
い

ま
す
。
胃
と
大
腸
の
ど
ち
ら
の
検
査

も
し
た
い
場
合
、
通
常
は
胃
の
検
査

を
行
っ
た
あ
と
、
別
の
日
に
大
腸
検

査
を
行
い
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
で

は
同
じ
日
の
検
査
も
可
能
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
内
視
鏡
で
対
応
出
来
る
ポ

リ
ー
プ
（
腺
腫
）
の
切
除
も
同
時
に

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
が
ん
」
が

見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
新
古
賀
病
院
、

古
賀
病
院
21
と
の
グ
ル
ー
プ
連
携
で

迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
の
開
業
医
の
先

生
方
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、
最
新
の

施
設
と
装
置
で
患
者
さ
ん
に
や
さ
し
い
丁

　新古賀クリニックでは、内視鏡センターのオー

プンに伴い、屋上に新しい看板（写真右）を

設置しました。看板は横８・５㍍、縦２・７㍍で、

新古賀クリニックの名称と医療法人「天神会」

のロゴとともに、「５、６階  大腸・胃など内視

鏡フロア  完全個室（大腸前処置・検査・診察）」

「２～４階  人工透析外来」を掲示しています。

　なお、「メディカルフィットネスＫＯＧＡ」の看

板は西側壁面に移動しました。

6

新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク

デジタルカメラと同様に、撮影した画像を直接、ただち

に診察用モニターに描出し、従来装置のようなフィルム

交換や現像処理が不要で再撮影の心配もなく、迅速な診断が可能です。

極めて高い画質効率と分解能力を持ち、５ＭＢ（メガバ

イト）の容量のモニターで高画質かつ高精細な画像が描

出でき、より正確な診断が可能です。

線量の過不足防止、適正調整機能を持ち、より安全な検

査が可能です。

　また、デジタル画像だけに、画像の劣化がなく、画像データの管理が容

易で、過去のデータとの迅速な比較読影が可能です。

より速く

高画質かつ高精細のモニター画面

最新鋭のマンモグラフィ（Lorad M-IV Selenia）

より正確に

より安全に

最
新
鋭
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
導
入

屋上に案内看板設置

ゆったりとしたスペースの待合フロア
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新聞・テレビも一貫がん医療に注目
　トモセラピーを導入した放射線治療

センターの開設はマスコミからも注目

され、2008 年 9 月 16 日付の西日本新
聞と 10月３日付の読売新聞の地域面で
紹介されました。

　西日本新聞と読売新聞には 10月 1日
付で、九州大学大学院医学研究院臨床

放射線科学の本田浩教授と当院の大曲

淳一・放射線治療センター長との対談

を中心にした１ページ全面広告も掲載

しましたが、その紙面内容と読者

の反響などが、全国主要新聞 65

社で構成する社団法人「日本新聞

協会」の「新聞広告報」12 月号の
企画「医療を支える先端技術を伝

える」にも取り上げられました。

　また、ＳＴＳサガテレビでは、地

域情報番組「かちかちワイド」の

医療情報（毎週木曜日午後 5 時 25

分～ 30 分）で、｢最先端のがん検査・
診断･治療の一貫医療｣をテーマに、

吉田毅･PET 画像診断センター長と大
曲淳一･放射線治療センター長への

インタビューを各 2 回、11 月 20 日

から４週連続で放映｡この放映動画

は｢ＳＴＳ医療ナビ  教えて！Ｄｒ｣

（http://www.sagatv.co.jp/iryou/）
にアクセスすれば、いつでも見るこ

とができます。

古
賀
病
院
21

7

　

我
が
国
の
「
が
ん
」
は
、
生
活

習
慣
の
欧
米
化
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
多
か
っ
た
胃
が
ん
に
代
わ
っ

て
、
肺
や
大
腸
、
乳
腺
、
前
立
腺

の
が
ん
な
ど
が
増
え
る
「
が
ん
の

多
様
化
」
が
進
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
高
齢
化
社
会
に
伴
い
、
今
後

は
２
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
に
な

る
時
代
が
や
っ
て
く
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
今
、

最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
「
が
ん
の

治
療
法
」
が
、
機
能
・
形
態
を
温

存
し
、
手
術
と
同
程
度
の
治
療
成

績
が
得
ら
れ
る
放
射
線
治
療
で

す
。
が
ん
の
放
射
線
治
療
は
、
我

が
国
で
は
ま
だ
併
用
な
い
し
単
独

も
含
め
約
25
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん

が
、
約
10
年
後
に
は
欧
米
先
進
国

レ
ベ
ル
の
約
60
％
に
な
る
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
が
導
入
し
た
「
ト

モ
セ
ラ
ピ
ー
」
は
、
高
精
度
の
強

度
変
調
放
射
線
治
療

（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
が
出
来

る
最
先
端
の
放
射
線
治

療
機
で
す
。
２
０
０
３
年
に
米
国
で
市
販

さ
れ
、
世
界
中
に
約
２
２
０
台
と
急
速
に

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
我
が
国
で
は
当

セ
ン
タ
ー
が
12
施
設
目
、
大
阪
以
西
で
は

２
番
目
の
導
入
で
す
。
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
自

体
に
備
わ
っ
た
Ｃ
Ｔ
が
、
が
ん
病
巣
の
正

確
な
位
置
、
形
状
を
把
握
し
、
患
者
さ
ん

は
た
だ
横
た
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
、
放
射

線
照
射
装
置
が
が
ん
病
巣
の
形
に
合
わ
せ

て
３
６
０
度
回
転
し
、
51
方
向
か
ら
照
射

の
形
や
照
射
量
を
変
え
て
的
確
に
治
療
し

ま
す
。
極
力
、
周
囲
の
正
常
組
織
へ
の
照

射
が
軽
減
で
き
、
副
作
用
が
少
な
く
、
治

療
後
の
合
併
症
や
続
発
症
も
低
下
さ
せ
、

通
常
の
手
術
で
は
危
険
が
伴
う
方
や
余
病

の
あ
る
方
、
高
齢
の
方
も
不
安
な
く
治
療

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

早
期
の
が
ん
で
は
手
術
と
同
様
に
根
治

が
可
能
で
、
特
に
、
手
術
に
よ
る
合
併
症

が
心
配
さ
れ
る
身
体
の
深
部
に
あ
る
前
立

腺
が
ん
、
腫
瘍
の
形
態
が
複
雑
な
頭
頚
部

が
ん
で
有
用
性
が
証
明
さ
れ
て
お
り
、
当

セ
ン
タ
ー
で
は
当
面
は
前
立
腺
が
ん
を
優

先
し
て
治
療
し
て
い
ま
す
。
治
療
は
基
本

的
に
は
通
院
治
療
で
、
週
５
回
、
一
回
約

20
分
前
後
。
病
気
に
よ
り
３
〜
８
週
間
の

治
療
が
必
要
で
す
が
、
保
険
診
療
で
高
額

医
療
費
の
払
い
戻
し
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

的確な照射、制御率向上、副作用軽減

べ
て
の
放
射
線
治
療
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
隣
接
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像

診
断
セ
ン
タ
ー
で
は
、
民
間
で

は
北
部
九
州
で
最
も
早
く
２
０

０
３
年
５
月
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ（
陽
電

子
放
射
線
断
層
撮
影
）
検
査
に

よ
る
「
が
ん
健
診
」
を
始
め
ま

し
た
。
２
０
０
７
年
11
月
に
は
全
国
で
初

め
て
最
新
鋭
の
「
40
列
Ｐ
Ｅ
Ｔ―

Ｃ
Ｔ
」
も

導
入
し
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
２
万
人
近
い

検
査
・
診
断
実
績
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
40
列
Ｐ
Ｅ
Ｔ―

Ｃ
Ｔ
」
は
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
Ｃ
Ｔ

を
融
合
し
た
高
精
度
の
鮮
明
な
画
像
で
、

小
さ
な｢

が
ん｣

の
正
確
な
形
状
や
位
置
を

描
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ト
モ
セ
ラ

ピ
ー
は
こ
の｢

40
列
Ｐ
Ｅ
Ｔ―

Ｃ
Ｔ｣

が
描
出

し
た
が
ん
病
巣
を
正
確
に

治
療
す
る
こ
と
が
で
き
、

全
国
で
も
例
の
な
い
最
先

端
の
一
貫
「
が
ん
」
医
療

体
制
が
構
築
で
き
た
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

神
会
」
で
は
新
古
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
内
視

鏡
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
な
ど
、
最
新
の

手
術
や
化
学
療
法
に
も
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
が
ん
の
種
類
や
病
期
に

よ
っ
て
、
手
術
や
化
学
療
法
も
組
み
合
わ

せ
た
最
適
の
医
療
を
患
者
さ
ん
に
提
供

し
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
「
が
ん

と
闘
う
医
療
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
は
も
ち
ろ
ん
、
内
視
鏡
を

使
っ
た
手
術
も
進
歩
し
、
新
し
い
抗
が
ん

剤
も
登
場
す
る
な
ど
、

総
合
的
な
が
ん
治
療

は
飛
躍
的
に
進
歩
し
、

「
集
学
的
が
ん
治
療
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
医
療
法
人
「
天

　

当
セ
ン
タ
ー
に
は
ト
モ
セ
ラ

ピ
ー
だ
け
で
な
く
、
乳
が
ん
の

乳
房
温
存
療
法
な
ど
が
可
能

な
、
従
来
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
更

新
し
た
最
新
式
の｢

オ
ン
コ
ア｣

も
装
備
。
子
宮
頸
が
ん
や
食
道

が
ん
な
ど
の
が
ん
病
巣
の
中

に
、
粒
状
の
小
さ
な
線
源
を
挿

入
し
、
内
部
か
ら
の
放
射
線
照

射
で
治
療
す
る｢

マ
イ
ク
ロ
セ

レ
ク
ト
ロ
ン｣

も
、
新
古
賀
病

院
か
ら
移
設
し
て
備
え
て
い
ま
す
。
新
古

賀
病
院
に
は
、
す
で
に
３
０
０
０
件
を
超

え
る
診
療
実
績
を
持
つ
脳
腫
瘍
の
放
射
線

治
療
装
置｢

ガ
ン
マ
ナ
イ
フ｣

も
あ
り
、
す

　前立腺がんのトモセラピーでの治療は原則的に通院治療のた

め、放射線治療センターでは遠方からの患者さんやご同伴者に、

2008 年 1 月にオープンした福岡県大刀洗町本郷の住宅型有料

老人ホーム「フレグランス大刀洗」をご紹介しています。

　昼間は看護師、夜間も介護スタッフが常駐した、安心して宿泊

できる施設で、全室個室対応。４週間以上の滞在を原則に、患者

さんは１日 3,900円（朝夕食込み）、同室利用の同伴者（簡易ベッ
ド）は１日1,100円（食事代別）。当センターまでの送り迎えもし
ていただけます。ご希望の方にはホテルもご紹介しています。

安価で安心の滞在施設紹介

古賀病院 21の全景（左端の平屋が完成した放射線治療センター）

導入したトモセラピーとスタッフ導入したトモセラピーとスタッフ

マ
イ
ク
ロ
セ
レ
ク
ト
ロ
ン
装
置

マ
イ
ク
ロ
セ
レ
ク
ト
ロ
ン
装
置

当
面
は
前
立
腺
が
ん
を
優
先

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
開
設

　古賀病院 21では、病院西側のPET 画像診断センター近くに
「放射線治療センター」を建設、機能・形態を温存し切らずに「が
ん」を治す最先端の強度変調放射線治療（IMRT）機「トモセラ
ピー」を導入して、2008 年 9月24日から診療を開始しました。
PET画像診断センターには2007年11月、高画質で高精度のがん検査・
診断ができる最新鋭の「40 列 PET―CT」も全国で初めて導入しており、「がん」の
検査・診断から治療に至る、我が国でも最先端の一貫医療体制が整いました。

大阪以西で
２番目

機能温存し切らずに治す  最先端のがん放射線治療機 導入トモセラピートモセラピー

放射線治療センター
＜直通電話＞  0942-38-2731＜直通電話＞  0942-38-2731

＜代表電話＞  0942-38-3333＜代表電話＞  0942-38-3333
＜担当医師＞  大曲 淳一＜担当医師＞  大曲 淳一
〒839-0801  福岡県久留米市宮ノ陣 3-3-8

古賀病院 21　放射線治療センター
〒839-0801  福岡県久留米市宮ノ陣 3-3-8

古賀病院 21　放射線治療センター

（受付時間  月～金  9:00～ 16:00）

＜ホームページ＞
  http://www.tenjinkai.or.jp/radiation_therapy
＜ホームページ＞
  http://www.tenjinkai.or.jp/radiation_therapy

撮影取材するサガテレビのスタッフ撮影取材するサガテレビのスタッフ
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自
身
が
在
宅
医
療
を
も
っ

と
理
解
す
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
か
ら
で
す
。こ
の
自
宅
訪
問
で
、医
療
の

質
を
下
げ
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
生
活
さ
れ
る
患

者
さ
ん
・
ご
家
族
と
、
支
援
す
る
多
く
の
力
が
あ

る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。残
さ
れ
た

時
間
は
限
ら
れ
て
い
て
も
、
そ
の
時
々
を
大
切
に

さ
れ
、
周
り
の
方
々
を
も
幸
せ
に
す
る
力
を
発
揮

さ
れ
る
、
多
く
の
患
者
さ
ん
の
姿
も
拝
見
し
ま
し

た
。ま
た
、
残
さ
れ
た
ご
遺
族
が「
い
な
く
な
っ
た

寂
し
さ
は
あ
る
が
、
悲
し
さ
に
苦
し
む
こ
と
は
な

い
」と
お
話
し
さ
れ
た
言
葉
も
印
象
的
で
し
た
。

　
「
も
っ
と
多
く
の
人
に
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
の
実
状

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」。
こ
ん
な
自
宅
訪
問
を

通
じ
て
感
じ
た
思
い
か
ら
、
去
る
９
月
３
日
に
新

古
賀
病
院
５
階
記
念
講
堂
で
「
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
講

演
会
（
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
を
語
る
会
）」
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、

あ
ら
た
め
て
大
切
な
分
野
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
新
古
賀
病
院
で
治
療
を
受

け
ら
れ
、
最
期
の
療
養
場
所
と
し
て
ご
自
宅
を
選

択
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
ご
遺
族
及
び
、
在
宅
療
養

を
支
援
さ
れ
た
訪
問
看
護
師
の
方
を
お
招
き
し
ま

し
た
。
在
宅
療
養
は
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
生

活
を
支
え
る
こ
と
が
目
的
で
、
寿
命
を
延
ば
す
こ

と
で
も
縮
め
る
こ
と
で
も
な
く
、
最
期
ま
で
生
を

支
え
る
場
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
ケ
ア
が
残
さ
れ
た
ご
遺
族
の
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も
改
め
て
実
感
で
き

ま
し
た
。　

な
お
盛
会
に
催
す
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
ご
協
力
は
も
と
よ
り
、
二
ノ

坂
保
喜
先
生
と
齋
藤
如
由
先
生
の
多
大
な
る
お
力

添
え
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
き
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
が
、
ど
こ
を
療
養
場
所
に
選
ば
れ
た

と
し
て
も
、
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
向
上
が
最

終
目
標
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
各
医
療
機
関
及

び
開
業
医
の
先
生
方
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
在
宅
部
門
の
方
々
と
密
接
な
連
携
を
取
ら
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の
気
持

ち
に
寄
り
添
う
援
助
を
心
が
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

末期がん患者の療養場所について

〜
在
宅
も
選
択
肢
の
ひ
と
つ
に
〜

新古賀病院
医療ソーシャルワーカー

堤　慶子

　

が
ん
の
患
者
さ
ん
が
急
性
期
病
院
で

積
極
的
に
治
療
を
受
け
つ
つ
も
、
そ
の

病
状
に
合
わ
せ
て
療
養
場
所
を
決
定
し

て
い
く
過
程
に
は
様
々
な
苦
悩
が
あ
り

ま
す
。
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
、
積
極
的
に
治
療
さ
れ
て
き
た
患

者
さ
ん
の
思
い
を
支
え
、
医
師
を
中
心

に
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
共
に
ギ
ア
チ
ェ
ン

ジ
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
が
心
に
折
り
合
い
を

つ
け
て
い
く
時
間
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
療
養
場
所
と
し
て
多
く
の
方
が

緩
和
ケ
ア
病
棟
を
希
望
さ
れ
る
背
景
に

は
、
家
族
に
は
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い

と
い
う
想
い
や
、
急
変
時
の
対
応
・
痛

み
な
ど
へ
の
不
安
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

自
宅
療
養
し
た
い
気
持
ち
よ
り
も
、
は

る
か
に
自
宅
に
居
る
こ
と
へ
の
不
安
要

素
が
大
き
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
患
者
さ
ん
が
在
宅
療

養
を
選
択
さ
れ
た
場
合
に
は
、
出
来
る

だ
け
自
宅
訪
問
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。自
宅
に
戻
る
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

の
不
安
を
良
く
理
解
す
る
た
め
、
自
分

　

医
療
法
人
「
天
神
会
」
で
は
、
が
ん
と
診

断
さ
れ
て
治
療
を
受
け
て
お
ら
れ
る
患
者

さ
ん
を
は
じ
め
、
ご
家
族
の
様
々
な
悩
み

や
直
面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
少
し
で

も
お
力
に
な
り
た
い
と

考
え
、
医
師
や
看
護

師
、
薬
剤
師
、
緩
和

（
疼
痛
）ケ
ア
委
員
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、検
査
技
師
ら

で
組
織
し
た「
が
ん

サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
」を
結
成
し
ま

し
た
。

　

名
札
に｢

リ
ボ

ン
マ
ー
ク｣

を
付
け
て
い
る
職
員
が
、｢

が
ん

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム｣

の
メ
ン
バ
ー
で
す
。気

軽
に
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。誠
意
を

持
っ
て
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

電
話
で
相
談
日
時
の
ご
予
約
も
承
っ
て

い
ま
す
。古
賀
病
院
21
（
代
表
０
９
４
２
・

３
８
・
３
３
３
３
）
に
電
話
し
て
、「
が
ん

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
に
相
談
し
た
い
」
と
伝

え
て
い
た
だ
き
、
相
談
の
内
容
を
お
話
し

く
だ
さ
い
。担
当
者
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
簡
単
な
内
容
を
除
き
電
話

口
で
の
返
答
は
い
た
し
か
ね
ま
す
。個
人

情
報
保
護
の
点
か
ら
、
ご
来
院
い
た
だ
い

て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
れ
る
相
談
室
な

ど
で
相
談
内
容
の
記
録
を
取
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
上
で
、
お
返
事
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。ご
本
人
の
了
承
な
し
に
、
第
三

者
に
相
談
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

が
ん
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
に
ご
相
談
を

古賀  花子
外来
コガ　　ハナコ

KOGA      STAFF
医療法人天神会
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　古賀病院 21のPET 画像診断センターでは、これまでご要望の多かった「大腸カメラ」と、
国内の患者数170万人以上と言われる「認知症」の検査を、新オプションとして開始しました。
より高度な診断を可能にした新オプションを体験していただくため､高度精密がん健診・三大
疾病・ゴールドコースご受診の方を対象に、新オプションをお試し料金でお付けいたします。
　また、ご好評につき特別割引「スタンダードコース＋脳卒中検査」の実施期間も延長します。

12どちらも、２人以上の新規の受診者をご紹介いただいた場合、もしくは新規の受
診者が３人以上で申し込まれた場合は、全員に次回受診の割引券 5,000 円相当を進呈
します。この割引券は再受診の度にお付けしているリピーター割引との併用が可能です。

Ｗ
特
典

※希望が集中することが予想されますので、健診希望日は複数ご用意ください。
※ご一緒にお申し込みいただいても、健診が同日にならない場合がございます。あらかじめご了承ください。

ＰＥＴ健診  新オプションお試しキャンペーン

1 
通常料金　　　　　   キャンペーン料金
18,900 円　　15,750円
通常料金　　　　　   キャンペーン料金
31,500円　　18,900 円

高度精密がん健診 194,250 円
三 大 疾 病 194,250 円
ゴ ー ル ド 241,500 円

＋＋
A 大腸カメラ

B 認知症検査

● 他の割引との併用が可能です。
● 同時にA・B両方お受けいただくこともできます。

● 高度精密がん健診・三大疾病・ゴールドコース
　 が対象です。 ■当日の結果説明はございません。後日結果ファイル

　 をお送りします。

B 認知症検査（もの忘れ検査）
　アルツハイマー病などの認知症と、病気では
ない物忘れとを区別する検査です。認知症が
疑われた場合には、専門外来へご紹介します。

最近もの忘れが

ひどくなったかな…

最近もの忘れが

ひどくなったかな…
単
な
る
も
の
忘
れ

単
な
る
も
の
忘
れ

認  

知  

症

認  

知  

症
脳の萎縮脳の萎縮

機能低下機能低下

脳細胞の
死滅

脳細胞の
死滅

MRI・頭部 PET での画像診断

A 大腸カメラ（下部消化管内視鏡）
　内視鏡は「がん」をはじめとする大腸の病
気の早期発見につながる有効な検査です。
内視鏡検査で早期のがんを発見した場合

は、内視鏡を用いて病変を
切除し、検査と同時に治療
も行うことができます。

完全個室で
実施します

■ PET健診とは別日程で実施いたします。

■治療を行う場合、当日は入院になる場合があります。

■検査食・検査内容によっては別途費用が必要とな
　 ります。

NEW

1 スタンダード ＋ 脳卒中検査  

スタンダードコース
通常  87,150 円

がんを調べる
基本コース

PET 検査
CT 検査
エコー検査

（肝･胆･腎･膀胱）

脳卒中検査（頭部MRI・MRA検査）  通常  26,250 円
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
脳
腫
瘍
や

小
さ
い
脳
梗
塞
を
調
べ
、頭

部
Ｍ
Ｒ
Ａ
で
動
脈
の
狭
い

部
位
や
、ク
モ
膜
下
出
血
の

原
因
と
な
る
脳
動
脈
瘤
を

調
べ
ま
す
。

キャンペーン料金
87,150円

通常料金
113,400円

無料でサービスとしてお付けします

2 スタンダード ＋ 脳卒中検査  

スタンダードコース
通常  87,150 円

がんを調べる
基本コース

PET 検査
CT 検査
エコー検査

（肝･胆･腎･膀胱）

脳卒中検査（頭部MRI・MRA検査）  通常  26,250 円
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
脳
腫
瘍
や

小
さ
い
脳
梗
塞
を
調
べ
、頭

部
Ｍ
Ｒ
Ａ
で
動
脈
の
狭
い

部
位
や
、ク
モ
膜
下
出
血
の

原
因
と
な
る
脳
動
脈
瘤
を

調
べ
ま
す
。

キャンペーン料金
87,150円

通常料金
113,400円

無料でサービスとしてお付けします

がんと脳卒中の「二大疾病」を一度に検査します ● 

他
の
割
引
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

● 

そ
の
他
オ
プ
シ
ョ
ン（
大
腸
カ
メ
ラ
・
認
知
症

　

 

検
査
含
む
）は
通
常
料
金
で
お
付
け
で
き
ま
す
。

ご好評につき
期間延長

0120-318-188お問い合わせ・お申し込みはPET画像診断センターまで

実施期間
12月1日

３月末日
〜
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循環器･総合診療 循環器･総合診療総合診療

総合診療 総合診療 総合診療 総合診療 総合診療･消化器外科 内科総合外来

総合診療 総合診療 総合診療･
新谷  嘉章 鶴   将司 三戸  隆裕 倉富  暁子 古賀浩子／担当医師

小林寛人／斎藤仲道

池田 浩太郎（9:00 ～）

新上  浩司（9:00 ～） 黒木  博介（9:00 ～） 丹後  泰久（9:00 ～）馬場  活嘉（9:00 ～）高尾  貴史（9:00 ～）

斎藤  仲道（9:30 ～） 斎藤  仲道（9:30 ～） 斎藤  仲道（9:30 ～） 小林  寛人（9:30 ～）

川﨑  友裕

川﨑  友裕（～ 16:00） 三戸  隆裕ペースメーカー外来
ペースメーカー外来

福山  尚哉 福山  尚哉 芹川  威田中  秀憲
田中  秀憲

大坪  義彦

赤澤  昭一

赤澤  昭一 赤澤  昭一 當時久保  正之井上  久子

小野  哲男

當時久保  正之 倉富  暁子

石堂  克哉 石堂  克哉 石堂  克哉伊藤   理

吉戒  理香 吉戒  理香馬場  美樹 馬場  美樹

伊藤   理

赤澤  昭一 赤澤  昭一 赤澤  昭一 當時久保  正之（古賀  伸彦）

長崎  嘉和 長崎  嘉和小林  愛小柳徳明／小林愛

小野  哲男 小野  哲男 小野  哲男（1･3･5 週）今村  理恵

一ツ松  勤（9:00 ～） 一ツ松  勤（9:00 ～） 緒方勝也／立石貴久澁谷  統壽

當時久保正之（10:00 ～）

大坪  義彦

新谷  嘉章

金   良一 金   良一 金   良一 内科担当医師担当医師 川﨑  友裕

吉戒   勝
伊藤   学（術後外来） 池田  和幸

長崎  嘉和 外科担当医師

古賀  久士
川﨑  友裕 池田  真介（9:00 ～）古賀  久士池田  真介（9:00 ～）

折田  義也
芹川  威後藤  義崇 （古賀  伸彦）

日高   大 日高   大 日高   大（第３休診）肥山  淳一郎 肥山  淳一郎 肥山  淳一郎

林   明宏（9:00 ～）

林   明宏

中嶋  哲也 中嶋  哲也中村  弘毅 中村  弘毅原   一生 原   一生

倉富  暁子

上村哲司／峯岸季清 馬場  美樹（～ 14:30）

林   明宏冨満  信二金   良一山下  裕一（１･３週）

小林  寛人（14:00 ～） 小林  寛人（14:00 ～） 小林  寛人（14:00 ～）斎藤  仲道（14:00 ～）

吉戒   勝（9:00 ～） 田中  喜久 田中  喜久 中川  美総冨満  信二（9:00 ～）

消化器外科 消化器外科 消化器外科 消化器外科 消化器外科

婦人科

婦人科

消化器内科 消化器内科 消化器内科 消化器内科 消化器内科 消化器内科

糖尿病・内分泌科

創傷外来 女性専門外科

婦人科

女性専門乳腺 女性専門外科 女性専門外科女性専門乳腺

婦人科 婦人科

婦人科 婦人科 婦人科
婦人科

呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科

呼吸器外科

呼吸器･禁煙外来 呼吸器外科 禁煙外来消化器外科 消化器外科

呼吸器外科 膠原病･リウマチ他心臓血管外科 乳腺外科 乳腺外科

消化器内科 消化器内科腎臓内科 腎臓内科

整形外科 整形外科 整形外科血液内科

脳神経外科

脳神経外科（γ-ナイフ） 脳神経外科（γ-ナイフ）脳神経外科 γ－ナイフ

脳神経（脳血管内外科）

脳神経外科脳神経内科 脳神経内科

循環器内科

循環器内科 循環器内科 循環器内科

心臓血管外科
心臓血管外科

消化器内科 外科総合外来

循環器内科 循環器内科 循環器内科 循環器内科 循環器内科

糖尿病・内分泌科

糖尿病・内分泌科 糖尿病・内分泌科 糖尿病・内分泌科

整形外科

膠原病･リウマチ他

糖尿病・内分泌科 糖尿病・内分泌科 糖尿病・内分泌科 糖尿病・内分泌科

月 火 水 木 金 土

（１･３週）　   （２･４週）

（１･３･５週）   （２･４週）

１･３･５週　       ２･４週
10:30 ～ 10:30 ～

２･４週
9:00 ～

14:00 ～
15:00

生活習慣外来
（１･３･５週）

月 火 水 木 金 土

午    　

前　

 

／ 　

８
：
30　

〜　

12
：
30  【 

受
付 

11
時
ま
で 

】

午    

後   

／  

13
：
30  

〜  

17
：
00  【 
受
付 

16
：
30 

ま
で 

】

午　
　

前

午
後

新古賀病院  外来診察予定表    （ 予約：0942-38-2271 ）

新古賀クリニック  外来診察予定表　（ 予約：0942-35-2485 ）

●午前診療の受付は 11:00までです。

●午後の診察は事前予約制となっています。
    なお緊急の場合はお問い合わせ下さい。

（10:00 ～）

患者には「真実を知る権利」と、理解し納得す
るために「十分な説明を受ける権利」がありま
す。また同時に「知ることを放棄する権利」も
あります。

医師および医療従事者には「裁量権」があり
ます。これは臨床医学が持つ本質的不確か
さにより起こる事柄に対し、学識経験に基
づいて判断し、診療行為を行うことです。

医師および医療従事者は、患者および家族
の要求が「自らの良心や価値観」に反する場
合は、これに応じない権利を有します。

患者には「患者の権利」があり、その権利に
は「義務と責任」が伴います。質の高い医療
を実現するため、患者および家族の方々の
積極的な治療への参加とご協力をお願いし
ます。

医師を含む医療従事者には「説明する義務」が
あります。

患者には自分の意思で「治療を選択する権利」
と「治療を拒否する権利」とがあります。

医師および医療従事者には、業務上知りえた
患者および家族についての私的、公的な｢情報
を他に漏らしてはならない守秘義務」があり
ます。 医療法人 天神会

患者の権利と責務について
11 55
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古賀病院 21  外来診察予定表   （ 予約： 0942-38-2724 ）
月 火 水 木 金 土

総合診療

脳神経内科 脳神経内科 腎臓内科 腎臓内科 腎臓内科

消化器外科 消化器外科 消化器外科 消化器外科 スリープ外来

整形外科 整形外科 整形外科 整形外科 整形外科 整形外科

甲状腺・内分泌 内分泌 内分泌 内分泌 内分泌血液内科

総合診療 総合診療 総合診療 総合診療 総合診療 総合診療

消化器内科

呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科

循環器・総合診療 循環器内科 循環器内科腎臓内科

脳神経内科

ストーマ外来 ストーマ外来 消化器外科

呼吸器外科

呼吸器･スリープ外来

循環器・総合診療 消化器内科 胃腸科

循環器・総合診療 総合診療

血液内科･総合診療

総合診療 総合診療

循環器・総合診療

総合診療

循環器内科 循環器内科 循環器内科 循環器内科 循環器内科

呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科 呼吸器内科

西山  立義

挽地  裕（9:30 ～）

堀   智彦 田中  美紀 福成  健一 福成  健一（１･３週）柴田   了

宮川  洋介 宮川  洋介 宮川  洋介 宮川  洋介 宮川  洋介 宮川  洋介
中坪  成太（第４休診）

池添  清彦 （磯本  浩晴） 山口  圭三 本間  憲一 担当医師

合志  光平 合志  光平 小宮  紀宏二之宮  謙一 二之宮  謙一 二之宮  謙一
泉   貞有 泉   貞有合志  光平 泉  貞有

玉井   一 林   秀樹 林   秀樹 林   秀樹 林   秀樹有馬  文統

担当医師 担当医師 担当医師 担当医師 担当医師 担当医師

長崎  嘉和（～ 15:00）挽地   裕 古賀  祥一

田中  美紀

合原  正二郎 渡辺  一夫

磯本  浩晴 山口  圭三 田中  政治

林   明宏

澤本  良子 藤井  亜希子 宮川  洋介 三角  幸広

古賀  暉人
三角  幸広
西山  立義 長崎  嘉和 有馬  文統 増成   暁 平松  義博（２･４週）

田中  敦史 古賀  祥一 古賀  祥一 古賀  祥一渡辺  一夫（10:00 ～）

平松  義博 西山  立義 西山  立義 西山  立義（1･3･5 週）
午
前 

／ 

８
：
30　

〜　

12
：
30  【 

受
付 

11
時
ま
で 

】

午
後
／
13
：
30
〜 

17
：
00 ●整形外科の初診及び予約外の場合、受付

　は 10:30までです。

●午後診療の受付は 16:30までです。

●消化器外科･磯本浩晴の診察は、医療機関
　からの紹介患者のみです。

●外来予定は変わる場合がありますので、ご来院の際はお電話、またはホームページでご確認ください。
●予約なしでご来院された場合、長時間お待たせすることがございますので、前日までのご予約をお勧めいたします。
●初めて来院される方は、かかりつけ医の紹介状をご持参ください。紹介状がない場合は別途、特定療養費 2,100 円が必要となります。


